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はじめに
　今、わたしたちは、地球温暖化の進行や多発する異常気象、資源の枯渇、生物多様性の危機
など多くの問題に直面しています。
　愛媛県は、四季折々に美しい姿を見せる海や山、川などの豊かな自然に恵まれています。こ
うした環境は、県民のみなさんのかけがえのない財産であり、この財産を次の世代に引き継い
でいくことが、わたしたちの責務です。
　愛媛県は、第二次えひめ環境基本計画において、目指すべき将来像に「つなごう未来へ『愛

え
顔
がお

あふれる持続可能なえひめ』」を掲げています。「持続可能な社会」を築いていくためには、ひと
りひとりが、自らの生活と様々な問題とのつながりを知り、環境保全のために積極的に取り組
んでいく必要があります。
　そこで、この「愛媛県ESD環境学習プログラム集」を作成しました。
　
○ESDとは？
　ESD（Education for Sustainable Development：持続可能な開発のための教育）は、
持続可能な社会の担い手を育てるための教育のこと。
　地球上の様々な問題を解決するために、自ら考え、判断し、他者と力を合わせながら行動し
ていく力を身につけるための学習です。
　
○このプログラム集の意義
　このプログラム集は、持続可能なえひめの実現に向けて、県民のみなさんに、ESDの視点を
取り入れた環境学習を広めるために作成しました。
　愛媛大学の先生のご協力で作成した「モデルプログラム」と、愛媛県で環境学習の取組みを
されている方々からご提供いただいた「事例プログラム」を、一部編集して掲載しています。
　
　これらのプログラムをもとに、それぞれの地域や参加者に合わせたプログラムが作られ、環
境学習が身近なものとして広がっていくことを期待しています。
　
　終わりに、このプログラム集の作成にあたりご協力をいただいた皆様に、心から御礼申し上
げます。
　

　平成30年２月　愛媛県県民環境部環境局環境政策課
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海岸の清掃活動と同時に、集めたゴミの中から材料を収集して作品を制作し、海の
環境保全意識を高め、美しい海を次世代に残すための持続可能な方策を考える。

①ゴミをポイ捨てしない仲間を増やす。
②海に対する優しい思いやりの心を育む。

対象者 所要時間：6時間

•プログラムの実施依頼・問い合わせ▶TEL：03-5298-7339　メール：honma@npo-nagisa.com
•HP：http://www.npo-nagisa.com/　•このプログラムを実践したい方に対してのレクチャーも可能

作成者：特定非営利活動法人 日本渚の美術協会

❶ 海洋環境の現状を知る（30分）
•DVDや写真を使って、海の現状や問題となっていることなどを説明する。

❷ 海岸美化清掃活動と材料収集（60分）
•漂着ゴミなどを清掃しながら、同時に工作の材料を収集する。

❸ 分別と洗浄（30分）
•収集したゴミと工作の材料を分別し、使用する物は洗浄する。
•班を編成して作業。各班にインストラクターを配置して、分別の判断等をアドバイスする。

❺ 展示会開催（30分）
•展示場所を作り、全作品を展示して展示会を開催する。

❻ 総評と振り返り（30分）
•作品の総評と一日の活動の振り返りを行う。
•参加者全員で「ゴミをポイ捨てしない」仲間宣言を行う。

プログラムの

概 要
プログラムの

目 標

参加者やできた作品の数だけ海がきれいになるという実感を持たせる。
実施・指導時の

ポイント

プログラムの内容

美しい海を次世代に引き継ぐ為に

昼食休憩（60分）

❹ 漂着物を使った工作（120分）
•テーマ：「私たちの地球の仲間を作ろう」
•作品見本を見せながら、地球に住む身近な動物をイメージして制作する。

ＥＳＤの
要素

能力・
態度 SDGs

中学生小学生 高校生幼児 一般

補足情報
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 循環型社会の実現 1

アイコンの表すもの

愛媛県では、「愛顔あふれる持続可能なえひ
め」を実現するため、３つの基本目標を設定
しています。
　Ⅰ．かけがえのない環境の保全
　Ⅱ．目指すべき３つの社会の実現
　Ⅲ．未来を支える人づくり・しくみづくり
本書では、各プログラムを、Ⅱの「目指すべ
き３つの社会」のうち関連が強いものごと
に分類しています。

ESDの要素（持続可能な社会の構成概念）
ESDでは、単に知識を習得したり、活動に取り組むだけではなく、持続可能な社会の実現に向けて、様々な課題の構造や
課題解決に向けた行動が備えるべき要素を考えることが重要です。
このプログラムを通して考えてほしい概念の例を、アイコンで示しています。

多様性
社会は多様な事物から成り立っていること

相互性
社会は物や人が関わりあって成り立ってい
ること

有限性
社会を成り立たせている資源やエネルギー
には限りがあること

公平性
持続可能な社会は権利の保障や恩恵の享受が公平
であること

連携性
持続可能な社会は、多様な主体が状況に応じて互
いに協力することで構築されること

責任性
持続可能な社会は、一人一人が責任と義務を自覚
し、行動することで構築されること

課題の構造に関する概念 課題解決に向けた行動が備えるべき要素に関する概念

ESDの視点に立った学習で重視する能力・態度
問題の解決に向けて、自ら考え、決定し、行動できるようになるために、必要となる能力や態度があります。
このプログラムを通して身につけてほしい能力・態度の例を、アイコンで示しています。

（参考）国立教育政策研究所教育課程研究センター「ESDの学習指導過程を構想し展開するために必要な枠組み」

批判的に考える力
合理的、客観的な情報や公平な判断に基づいて
物事の本質を考え、建設的に判断していく力

他者と協力する態度
他者の立場に立って考えや行動を考え、他者と
協力・協同しながら物事を進めようとする態度

つながりを尊重する態度
いろいろな物事と自分とのつながりに関心をも
ち、それらを大切にしようとする態度

進んで参加する態度
自分の発言や行動に責任をもち、自分の役割を
理解するとともに、物事に主体的に参加しよう
とする態度

未来像を予測して計画を立てる力
あるべき未来像を考えて、それを他者と共有し
ながら、物事を計画する力

多面的、総合的に考える力
物事の関わりや広がりを理解し、それらを多面
的、総合的に考える力

コミュニケーションを行う力
自分の気持ちや考えを伝えるとともに、他者の
気持ちや考えを尊重するために、積極的にコ
ミュニケーションを行う能力

2015年９月の国連サミットで採択された、先
進国を含む国際社会全体の開発目標です。

「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、経
済・社会・環境の課題に統合的に対応しようと
するもので、17の目標と169のターゲットが設
定されています。
17の目標のうち、プログラムと関連が強いもの
を示しています。

SDGs（Sustainable Development Goals:
 持続可能な開発目標）

え がお

循環型社会

自然共生社会低炭素社会
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